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⽇本気象協会について
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内閣府所轄の⼀般財団法⼈
気象業務法による許認可を受けた予報事業者
従業員数：693名（平成28年7⽉現在）、気象予報⼠数278名、技術⼠113名
主たる事業所：東京、札幌、仙台、名古屋、⼤阪、福岡

その他全国に⽀店、事業所、営業所を配置

（沿⾰）
昭和25年 財団法⼈⽇本気象協会設⽴
昭和30年 気象業務法による「解説予報業務」の許可
昭和41年 全国組織として統合
平成12年 本社、⽀社・⽀局制に移⾏
平成21年 ⼀般財団法⼈⽇本気象協会となる

池袋 サンシャイン60



⽇本気象協会の事業の概要
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メディア・コンシューマ情報サービス

環境・エネルギー 防災ソリューション

気象
⽔象
地象

気象予報⼠を中⼼
とした予報サービス、

システム運⽤、
技術開発

現在環境と将来環境、
エネルギー需要を
解析・予測する
コンサルティング

気象災害のリスク低減を
⽬指すコンサルティング

独⾃や公共のインフラ
を使った気象情報
提供サービス

公益事業



メディア・コンシューマ事業
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環境・エネルギー事業
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防災ソリューション事業
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気象ビジネスにおける気象庁数値予報の役割
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気象観測データ
観測データ配信

気象庁HPより

気象庁数値予報

計算⽤
⼊⼒データ

計算結果

官公庁・特定事業者・企業

加⼯
コンサル

加⼯・配信
加⼯・配信

⼀般市⺠

独⾃数値予報モデル
独⾃情報



気象協会独⾃の数値予報モデルについて
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総合数値気象予測システム

SYNFOS-３D
総合数値総合数値気象気象予測システム予測システム

SYNFOSSYNFOS--３３DD

ポストプロセス
各種プロダクト作成

データ配信

ポストプロセス
各種プロダクト作成

データ配信

予報モデル
改良型WRF

予報モデル
改良型WRF

プリプロセス
初期値作成

データ同化etc

プリプロセス
初期値作成

データ同化etc

応用モデル
大気質・陸水

波浪・海洋(予定)etc.

応用モデル
大気質・陸水

波浪・海洋(予定)etc.

お客様お客様

二次加工
例）ガイダンス化
二次プロダクト化

二次加工
例）ガイダンス化
二次プロダクト化

地表面情報
標高・土地利用etc
地表面情報
標高・土地利用etc

観測データ
ウインドプロファイラ
海面水温解析値
積雪分布解析値

観測データ
ウインドプロファイラ
海面水温解析値
積雪分布解析値

広域GPV
気象庁GPV

広域GPV
気象庁GPV

最先端観測
データ

リアルタイム
GPS可降水量

ドップラーレーダ

最先端観測
データ

リアルタイム
GPS可降水量

ドップラーレーダ
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SYNFOS:気象協会独⾃の数値予報モデル
 当協会が独⾃に開発した気象モデル
 気象庁数値予報モデルの結果などをもとに計算
 72時間先までの降⽔量、⾵、気温などを予測
 ⽇々の天気予報に活⽤



数値予報を活⽤した新たな気象ビジネスの可能性
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• ⼀般市⺠向けの気象情報(⽇常利⽤)
• 気象庁や⺠間気象会社から無償で⼊⼿
• メディア経由（テレビ、HPなど）で⼊⼿
• 画像等の定性情報がメイン
• ⽇々の天気予報や⾬域
• 市町村毎の天気など

⼀般向け気象情報

• 気象予測の信頼度をうまく活⽤？
• 新たな視点で社会の問題を解決？
• 気象予測による新たな価値を創造？
• 気象だけではない、他のデータとの融合？
• 最悪ケースという⽬線？

新たな気象情報があるか？
• 特定の事業者向け
• ⺠間気象会社から有償で⼊⼿
• 任意地点の気象予測
• 独⾃の観測装置を利⽤した気象予測
• カスタマイズ情報など

特定向け気象情報

• 予報事業者や研究機関向け
• 気象庁から気象業務⽀援センター経由で⼊⼿
• 気象モデルの数値予報結果
• ⾼層の気象観測値など

予報事業者向け気象情報



数値予報を活⽤した新たな気象ビジネスの可能性
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アンサンブル予測を活⽤したダム管理⽀援
2011年7⽉台⾵6号
気象庁全球モデルGSMの84時間予測を⼊⼒
局地気象モデルWRF

アンサンブル予測を⽤いると
流量を6%〜12%低減する効果

【国総研資料 第749号】より
気候変動適応策に関する研究（中間報告）
http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0749.htm



数値予報を活⽤した新たな気象ビジネスの可能性
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⾷品ロスや返品などが発⽣しており
最適な物流が実現されていない

サプライチェーンが分断されている
需要予測が個別に⾏われている

需要予測の精度向上・共有化による
省エネ物流プロジェクト
・気象予測を利⽤した⾷品の需要予測を開発。
（需要予測センター）
・製・配・販で共有することで全体最適化をめざす。

効率的な物流が実現されない原因

⾷品ロスと物流の課題

これから

物流分野に向けた新たな気象ビジネスの取り組み

平成28年
省エネ⼤賞



数値予報を活⽤した新たな気象ビジネスの可能性
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雪氷災害（吹雪、雪崩）に関わる防災情報への発展への期待
積雪寒冷地の吹雪現象は、時間的にも空間的にもその変動が著
しく、その的確な予測が困難となっている。また、雪崩の発⽣
予測もまだ研究段階にあり、実⽤化への課題は多い。
今後、数値予報の精緻化や予測精度向上に加えて、詳細な雪氷
現象を取り込むことによって、積雪寒冷地の社会⽣活を脅かす
吹雪や雪崩の的確な予測への発展ができないだろうか。

●は1988〜2010年の新聞記事と吹雪災害資料か
ら、国道上で多数の⾞両が⽴ち往⽣した道路吹雪
災害箇所を⽰す。

2013/3/2（⼟）
北海道吹雪災害、死者9名

2014/2/16(⽇)〜17(⽉)
道東吹雪災害
⻑期にわたる交通マヒ

【吹雪災害】
近年の北海道では、吹雪による多重衝突事故や吹雪災害による市町
村の⻑期の孤⽴が多発し、⼤きくクローズアップされている。

地吹雪による視程障害

道路上に達した雪崩の除去

【吹雪災害】
〔北海道の雪崩災害〕
北海道の国道では、雪崩に起因した通⾏規制が、
毎年数件〜10数件発⽣している。
〔関東甲信での雪崩災害〕
2014年2⽉14⽇〜16⽇
南岸低気圧による関東甲信地⽅での⼤雪により、
⼭梨県をはじめ各地で雪崩災害が多発した。



数値予報を活⽤した新たな気象ビジネスの可能性
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ビッグデータと組み合わせた新たな情報への開発の期待

2016/1/24 15:00 2016/1/24 18:00

強い降雪に対応し、市街地を
中⼼に渋滞や混雑が発⽣

プローブデータによる混雑度

降雪量

⾛⾏
速度

南岸低気圧による関東甲信豪雪（2014年2⽉14⽇9:00〜9:10）

新潟県中越地⽅での⼤雪（2016年1⽉24⽇）

⼤雪によって、低速⾛⾏、
渋滞、⽴ち往⽣が拡⼤

近年、様々なビッグデータが数多くの分野で活⽤され始めてい
る。例えば、⾞両のプローブデータと予測情報を融合させた交
通障害リスクなど、新たな価値ある情報ができないだろうか。

丹治ほか：2014年2⽉⼭梨県⼤雪災害時の気象経過と交通障害
状況、寒地技術論⽂・報告集、Vol20、218-223

丹治ほか：2016年1⽉24⽇〜25⽇における新潟県中越地⽅での⼤雪
と交通障害リスク、ふゆトピア研究発表会
http://www.hkd.mlit.go.jp/kanribu/chosei/fuyutopia/PDF/32S1H.pdf

降雪量


